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子会社の固定資産の譲渡及び特別損失の計上 
に関するお知らせ 

 
当社は、本日開催の取締役会において、当社連結子会社である株式会社エルモ社が所有する固定資

産の譲渡について、下記のとおり決議いたしましたのでお知らせいたします。これに伴い特別損失を
計上しておりますので、併せてお知らせいたします。 
 

記 

 

1. 子会社の固定資産の譲渡について 

(1) 譲渡の理由 

 テクノホライゾングループは事業構造改革の一環として、工場の統廃合やグループ企業の吸

収合併を行う等事業の選択と集中を進めております。 

 この度、株式会社エルモ社が所有する土地及び建物につきまして、経営資源の集中と効率化

及び財務体質の強化をはかるため、譲渡することといたしました。 

 

(2) 譲渡資産の内容 

資産内容及び所在地 現状 

名古屋市瑞穂区明前町 808 番 

土地 2,495.17㎡  建物 ２棟延べ 4,019.5㎡
㈱エルモ社 西工場 

 譲渡価格につきましては、譲渡先との取り決めにより公表を控えさせていただきます。 

 

(3) 譲渡先の概要 

 譲渡先につきましては、譲渡先との取り決めにより公表を控えさせていただきます。なお、

譲渡先と当社との間には、資本関係、人的関係、取引関係、関連当事者として特記すべき事項

はございません。 

 

(4) 譲渡の日程 

契約締結： 平成 29 年 10 月 31 日 

 物件引渡日： 平成 30 年３月 16 日（予定）  

 

2. 特別損失の計上 

 当該子会社の固定資産の譲渡の決定に伴い、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき帳簿価

額を回収可能価額まで減損いたしました。つきましては、平成 30 年３月期第２四半期決算におい

て減損損失 198 百万円を計上しております。また、当該特別損失の計上に伴い、繰延税金負債 93

百万円を取り崩しております。 

 

3. 業績に与える影響   

 上記の特別損失の計上による業績への影響等につきましては、本日公表の「平成 30 年３月期第

２四半期決算短信[日本基準]（連結）」をご参照ください。 

以上 


